
令和7年6月度  本  部  通  信 

本部全体会議該当役員殿 

担任部長、副担任部長殿 

支  部  長 殿                                              解   脱   会 

           理事長 岡 野 英 夫 

◎ 第２７回参議院選挙 山東
さんとう

昭子
あ き こ

氏 ポスター、リーフレット等送付について (支部のみ) 

   ※既報の『解発第 2511号』〔令和 7年 4月 1日付通信〕をご参照いただき、周知のほどお願いいたします。 

    ※ポスター(Ａ３版)は室内にのみ掲示ください。 

※追加で送付を希望される場合は、本部総務部までご連絡ください。 

【教 務 局】 

① 名誉支部長任命について《４件》【令和 7年 5月 8日付】 

（１）静 岡 教 区  静岡相良支部  萩原 徳治 

（２）兵 庫 教 区  明石大蔵支部  武甕  豊 

（３）兵 庫 教 区  丹波山南支部  笹倉 範久 

（４）中国第二教区  岡山灘崎町支部  朝倉 壽男 

② 支部継承・支部長任命について《５件》【令和 7年 5月 8日付】 

（１）東京第五教区 台東支部 武前 よし子（支部長霊界入りの為） 

   ◆所在地：〒110-0005 東京都台東区上野 5-7-7 

◆ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-3831-5857 

 

（２）静岡教区 静岡相良支部 黒田 英生（支部長退任の為） 

◆所在地：〒421-0508 静岡県牧之原市西萩間 148-1 

◆ＴＥＬ／ＦＡＸ：0548-54-0469 

 

（３）兵庫教区 明石大蔵支部 大西 和子（支部長退任の為） 

◆所在地：〒673-0845 兵庫県明石市太寺 2-8-10 

◆ＴＥＬ：078-380-3832 

 

（４）中国第二教区 岡山灘崎町支部 三宅 寛志（支部長退任の為） 

◆所在地：〒709-1215 岡山県岡山市南区片岡 809-4 

◆ＴＥＬ：086-362-3454 

 

（５）沖縄地区 沖縄那覇支部 アルシーバル 孝子（支部長退任の為） 

◆所在地：〒901-0153 沖縄県那覇市字宇栄原 951-1 ニューライフガーデン小禄 609 

◆ＴＥＬ：090-3797-8692 

③ 令和７年８月度研修/青年コース開催について 

と き：令和７年８月１６日（土）１０:３０ ～１９日（火）１４：３０  

会 場：御霊地・解脱研修センター 

対 象：満１６歳になる年齢（高校 1年生相当）～満２５歳  

締 切 日：７月１５日（火） 

    ※詳細は添付の『解発第 2515号』〔令和 7年 6月 1日付通信〕をご参照ください。 



④ 第６０回 戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典 日程変更及び千羽鶴奉納について 

※詳細は添付の『解発第 2516号』〔令和 7年 6月 1日付通信〕をご参照ください。 

⑤ 皇居勤労奉仕について 

『令和７年度・研修年間スケジュール』に記載されておりますが、諸般の都合により本年は見合わせと

致します。 

【内 務 局】 

① 解脱金剛宝塔内斎祀の申請について 

申 込 締 切 令和７年９月１日迄（本部・総務部宛） 

斎祀精霊法要 令和７年１１月４日（解脱金剛７７年祭にて執行） 

※詳細は添付の『解発第 2517号』〔令和 7年 6月 1日付通信〕をご参照ください。 

② 事業部商品の価格改定について 

・感謝袋 封筒タイプ・横開きタイプ（１０枚１組） 

   新価格  １５０円 (現行価格 １００円) 

・感謝袋 幅広横開きタイプ（大） （１０枚１組） 

   新価格  ２００円 (現行価格 １５０円） 

  ※8月 1日受注分より適用となります。 

③  津之守弁財天夏祭について 

令和７年７月１日（火）正午より津之守弁財天社前にて（東京都新宿区荒木町） 

④  道場守護神夏祭について 

令和７年７月１日（火）正午より湘南道場、中部道場、関西道場にて 

⑤  盂蘭盆法要について 

令和７年７月１５日（火） 本部道場にて 

令和７年８月１５日（金） 御霊地道場、札幌道場、湘南道場、中部道場、関西道場にて 

⑥  解脱金剛奉賛会新入会及び入金状況について〈4/1 ～ 30〉 

新 入 会      前月同期        合  計 

２名     ２，１１５名      ２，１１７名 

２口     ２，１４１口      ２，１４３口 

入金状況     １，５２５件    ￥１６，８９０，０００．－ 

◎ 冊子『天茶歳時記』送付について 

中江サチ理事参与より寄贈されました。 

◎訃  報 

◆東北第二教区・仙台五輪準支部名誉支部長、永田ツネ子殿（当 82 歳）には令和 7 年 5 月 9 日霊界入

りされました。 

茲に謹んで哀悼の意を表します。 

【お知らせ】 

◆ 令和７年６月度行事及び出講者について 

※詳細は添付資料をご参照ください。 

◆ 解脱会ホームページ 

会員パスワード：2580（令和 7年 3月～令和 7年 8月末まで有効） 



令和 7年・8年度解脱金剛奉賛会役員任命・委嘱について 

 

 

幹 事 長  田 村 和 彦 

 

副幹事長  安 達 武 寿  永 田 秀 次 

 

 

幹  事 

 理事中より１０名 

田 村 和 彦  宮 坂 保 徳  安 達 武 寿  白 木 好 雄 

福 井 恒 明  柴 山 秀 一  木 﨑 成 博  鈴 木 秀 男 

齋  藤 安  彦  髙  本  昌  則  

 

 教区長中より１０名 

      赤 井 貞 三  大 賀 光 夫  山 本 裕 司  石 井 好 正 

原   忠 邦  本 多 伸 一  山 本 秀 樹  片 山 隆 男 

永 田 秀 次  若 井 大三郎 

 

 

監 査 役 

 理事中より１名 

      坂 﨑 康 宏 

 教区長中より１名 

      大 石 邦 雄 



解発第 2515号                                     令和 7年 6月 1日 

解 脱 会 

理 事 長 

 教 務 局 長                                                                      

 

８月度研修〔青年コース〕開催について 

  標記の件、『次代を担う解脱青年の育成』を主眼に、青年コースを開催致します。 

  つきましては、各支部において該当年齢にあたる会員子弟、及び法縁者の方々にお声を 

 掛けて頂き、青年コースにお申し込み頂けますようご案内致します。 

 

記 

 

１．目  的  Ａ．参加者が継続的に学ぶようになる。 

        Ｂ．基本的な行を行えるようになる。 

        Ｃ．教学的素養を身につける。 

２．開催日時  ８月１６日(土)［10:30］ ～ １９日(火)［14:30］ 3泊 4日 

        ・主な内容（予定）については裏面をご覧下さい。 

３．会   場  御霊地・解脱研修センター 

４．対   象  満１６歳になる年齢（高校１年生相当） ～ 満２５歳 

５．募集人数（定員）  ２０名 

６．申込方法  「研修参加申込書」に必要事項を記入し、教務部総合研修係にお送り下さ 

い。 

         ・申込締め切り  ７月１５日（火）必着 

         ・兄弟姉妹で参加を申し込みの場合も、申込書はそれぞれご提出下さい。 

７．研 修 費  １５，０００円 

         ・入金期限    ７月３１日（木） 

         ・研修費は経理部納入書の『603感謝金』の欄に「青年コース」として 

          参加者名を記入し、本部経理部、又は各直轄道場へ下さい。 

８．参加案内  申込締切日の後、研修参加案内を本人、及び支部長宛に発送致します。 

９．そ の 他  １）遠方からのご参加で、前日宿泊を希望される場合は、 

『研修参加申込書』の記入欄に必要事項をご記入下さい。 

２）研修内容に関して支部長さん、及びご父兄に依頼させて頂く件があり 

ます。 

  後日内容を連絡させて頂きますので、ご協力をお願い申し上げます。 

 

１０．お申込・ 

お問い合わせ先 

 

［ 解脱会教務部 総合研修係 ］ 
〒160－0007 東京都新宿区荒木町４ 解脱会本部内 

TEL ０３－３３５３－３７０６（教務部代表） 

FAX ０３－３３５３－３７０８（教務部共通） 



令和７年８月度研修 〔青年コース〕 日程表(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 
  月／日 

  ｛学びのテーマ｝ 
主   な   内   容 

 
８月１６日（土） 

｛研修生活の基本｝ 

◆開講式［10：30］ （受付10：00～10：25） 

◇研修生活の基本（オリエンテーション） 

◇アイスブレーキング 

◇解脱金剛伝に学ぶ 

◇勤行・お浄め・天茶供養の意味と行い方 

 
 ８月１７日（日） 

｛御霊地と金剛さま｝ 

◇講話１ 

◇講話２ 

◇御霊地に親しむ 

◇曼荼羅チャート 

 

８月１８日（月） 

｛父母の恩 

・御五法修業｝ 

◇父母の恩 

◇三綱五常について 

◇特別プログラム 

◇御五法修業 

◇懇親会 

 
８月１９日（火） 

｛将来に向けて｝ 

◇感謝とお誓いのお百度 

◇青年部活動について 

◇決意発表 

◆閉講式  ／  解散［14：30］ 

※プログラムは変更する場合がありますことを予めご了承ください。 

 

【研修生活の基本スケジュール（予定）】 

 時  間 主な内容 時  間 主な内容 

 6:30～ 7:00 

7:15～ 7:45 

7:45～ 8:45 

8:45～ 9:15 

9:30～12:30 

12:30～13:30 

13:30～17:00 

起床・身支度 

拝礼行事・天茶供養・体操 

＜朝食・清掃＞ 

お浄め・朝のお話し 

研修プログラム 

＜昼食＞ 

研修プログラム 

17:00～17:30 

17:40～18:30 

18:30～19:30 

19:30～20:30 

夕食後～22:00 

22:30 

ミーティング 

お浄め･終礼行事･天茶供養 

全体活動 

＜夕食・翌日の準備＞ 

＜入浴・自由時間＞ 

＜消灯＞ 

☆研修期間中は必要がない限り、携帯電話・スマートフォンの使用はご遠慮頂いています。 

また、研修期間中はプログラムによる場合を除き、外出が出来ないことを予めご了承願います。 

 

  父母の恩について、 

基本から学ぼう！ 



８月【青年コース】研修参加申込書 

               教区                  支 部    支部長サイン                        

(ふりがな) 

氏  名 

(                      ) 性

別 
男 ・ 女 

生年 

月日 

西暦        年 

   月    日〔満     歳〕 
※研修初日（8.16）時点の年齢 

 ■兄弟で参加される場合は、一緒に参加される方のお名前をこちらの欄にご記入下さい。 

                       〔 兄 ・ 姉 ・ 弟 ・ 妹 〕 

職  業 
①学  生〔 高校 ・ 短大 ・ 大学 ・ 専門学校 ／     年生 〕 

②社会人〔 自営業・会社員・家事手伝・その他 〕 

住 所 

（参加案内 
 の送付先） 

〒        －          自宅℡  

携帯℡  

Ｅメール 

■参加案内の送付について、Ｅメールを希望される方は、アドレスをご記入下さい。 

 （word、excel、PDF等の文書ファイルが受け取れるもの） 

携帯電話（スマートフォン）： 

ＰＣ： 

(ふりがな) 

保護者氏名 

 (                         ) 
続 柄  

保護者の 
住所 

〒        －          連絡先 

電 話 
 

※パソコンにて入力致しますので、楷書で丁寧にお書き下さい。兄弟参加の場合でも、申込書はそれぞれで提出して下さい。 

事 前 ア ン ケ ー ト 

○全期間受講できますか？    〔 は い ・ いいえ→（外出日時：   日  時 ～  日  時 ）〕 

○学びについて    〔家族全員 ・ 父 ・ 母 ・ 兄弟姉妹 ・ 本人 ・ その他（            ）〕 

○青年部のお役目はありますか？     〔 あ る →（                           ） ・ な い 〕 

○研修生活をする上で知らせておきたい事  ・例：食物アレルギー（卵･そば･ナッツ）、ケガ、薬の服用 等 

〔 あ る → （                              ）  ・  な い 〕 

 ○参加の動機 

○青年部の入門を持っていますか？     〔 は い ・ い い え 〕 

 

○その他（学びたいことや質問事項など） 

 

【遠方からの参加で前日宿泊が必要な方はご記入下さい】 ※御霊地での前日宿泊代は不要です 

研修前日（15日）の宿泊が必要な方は、下の欄にご記入下さい。尚、食事は各自でお手配下さい。 

（前日宿泊をされる場合、御霊地に 18時迄に到着できるようにして下さい） 

必要な方は○を⇒ 
15日(金) 

宿泊希望 
 

御霊地への 

到着予定時間 
15日〔午後    時  分頃〕 

◆前日宿泊を希望される方へ：北本駅周辺にはホテルもありますので、到着時間等の状況によっては、 
 ホテル宿泊（ザ・セレクトン北本駅前、ハナホテル北本）もご検討下さい（自費となります）。 

兄弟
参加 



解発第2516号                                    令和7年6月1日 
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第 60回戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典 
日程変更及び千羽鶴奉納について 

 

 標記の件、以下の通り開催日及び名称（略称）の変更、ついてお知らせ致しますと共に、 

千羽鶴奉納についてご案内いたします。 

 

記 
 

１．開催日の変更 

  近年の異常気象、および参加者の体調に考慮し、以下の通り開催日程が変更となりました。 

   これまで  ８月１４日 

    今  年   １１月３０日（日） 

          ※今後は、新宗連青年会の結成日である１１月２６日を中心に日程が 

           設定されます。 

 
２．式典の名称（略称）の変更 

   これまで  戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典（8.14式典） 

   新 名 称  戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典（青年平和式典） 

 
３．千羽鶴の受付期間 

   １）千羽鶴に短冊を付けて、１１月１日（土）までに下記へ配送して下さい。 

   ２）送付先  〒１６０－０００７ 東京都新宿区荒木町４番地 ℡ 03-3353-3707  

解脱会青年本部 行き 

※品名欄に「千羽鶴○束」と、数量を明記して下さい。 

※そのまま会場にお捧げしますので、千羽鶴にした状態でご発送下さい。 

   ３）千羽鶴の作り方は裏面をご覧ください。 

 
４．戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典とは 

本行事は新宗連青年会が主催しており、終戦80年にあたる本年、第60回を迎えます。 

新宗連に加盟する64教団が教派の壁を越え、信仰を持つものとして争いのない平和な世 

  界の実現を祈る行事であり、かつて「無名戦士の墓」といわれ、お名前のわからない戦没 

  者のご遺骨が納められている千鳥ヶ淵戦没者墓苑を会場にして開催されます。 

   本行事においては各教団より折鶴が奉納されますが、これは、今日の平和と繁栄が国の 

  礎となられた尊い犠牲のうえに築かれたことを忘れず、真心の感謝・慰霊・供養の心を折 

  鶴に込めてお捧げする趣旨で行っているものです。 

 
５．お問合せ先  解脱会青年本部 

         電話03-3353-3707 ＦＡＸ03-3353-3708 メール gyd@gedatsu.or.jp 



折鶴に祈りをこめて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんから届けられた折鶴を捧げます 
 

 

１ ５ ｃ

ｍ 

折鶴・短冊の作成例 折鶴のサイズ 

●鶴に糸を通す手順 参考：写真１ 

①紙ストローや割りばしを適当なサイズに切り、糸の最後尾となる部

分に結びつけます。 

②鶴の空気を吹き込む部分から針を入れ、背中の頂点から糸を通し、

糸が抜けないことを確認します。 

③②と同様にあと24羽の鶴を糸に通します。 

以上の①～③で１本（25羽）が完成です。 

 

（千羽完成した場合のみ） 

折鶴の束ね方 

鶴を段ボール箱などの丈夫な箱に入れて下さい。 

内容には「千羽鶴（○束）」と記入します。  

（同封の用紙をご使用ください） 

●束ねる際に使うもの 

・針 

 …鶴に糸を通す時に使います。 

・白い糸（ひもやミシン糸、等） 

 …長さ約1メートル。鶴をつなぎやすい丈夫なもの。 

・紙ストロー、割り箸等（※紙や木などの素材を使用願います。） 

 …鶴に糸を通す時、糸が抜けないようにします。 

●糸の束ね方 

①～③で出来た１本を同様の手順で40本作り、束ねると千羽鶴が

完成します。束ねる際は糸の余った部分を縛るか、タコ糸（太い

糸）等でまとめます。写真２   

発送の仕方 

写真

２ 

●短冊の作り方 

 リボンや厚紙に以下の例のように書き、ひも等で結びます。 

（ビニールやプラスチックなどの燃えない素材は避けて下さい） 

 ※記入例 ： 「祈 世界平和」、「天下泰平 万民豊楽」 続けて、 

「解脱会 ○○支部」や「解脱会 ○○教区青年部」と記入して下さい。 

短冊の記入例 →    

 

鶴の首は曲げなくて

も結構です。 

短冊の付け方 

   

祈 

世
界
平
和 

 
 

      

解
脱
会 

○
○
支
部 

     

天
下
泰
平 

万
民
豊
楽 

 
    

解
脱
会 

○
○
教
区
青
年
部 

  

・折鶴は１０～１５ｃｍ四方程度の紙（包装紙などを切

ったものでも結構です）を使用して下さい。 
 ※黒・グレーの折り紙は、ご遠慮下さい。 

・折鶴 1本を２５～５０羽までとし、長さは１４０ｃｍ
までを基本とします。 

・短冊の基本サイズは、縦：４０ｃｍ×横：１５ｃｍ 

 以内とします。 

（１本25羽、40本の場合です） 

 

１４０ｃｍ以

内 

天
下
泰
平 

万
民
豊
楽 

解
脱
会 

○
○
教
区
青
年
部 

  ４０ｃｍ 

写真１ 



 

第 60回 戦争犠牲者慰霊並びに平和祈願式典 

折鶴奉納支部 記入用紙 
 

 

解脱会

支部名 

 

 

 
※複数支部からの奉納の場合は全支部名を記入願います。 

奉納数 
 千羽鶴   束 

今回送付する箱の合計数  箱 
 

短冊を付けて 11月 1日(土)までに下記へ配送して下さい。 

 

・千羽鶴発送先 

〒160-0007 東京都新宿区荒木町４番地 ℡ 03-3353-3707（青年本部直通） 

解脱会青年本部行き（※品名に「千羽鶴」と明記して下さい） 

 

 

 



(裏面に続く) 

解発第2517号                                      令和7年6月1日 

解 脱 会 

理 事 長 

内 務 局 長 

解脱金剛宝塔内斎祀の申請について 

本年度解脱金剛宝塔内斎祀は下記の資格により斎祀されます。斎祀希望者は斎祀の尊さと意義を

理解の上、『解脱金剛宝塔内斎祀申請書』に必要事項を記入し、支部長が捺印のうえ申請してくだ

さい。尚、『斎祀申請書』は必要枚数を本部（総務部）へお申し出ください。 

 

記 

１．斎祀の尊さと意義について 

『解脱金剛伝』（第３巻・516頁）に「今回、皇陵の近くに鎮まる土地を与えられ、悠久に

御歴代天皇御陵を護持させていただけることは、会長はもとより全国会員の名誉これに過ぐ

るものはない」との尊者のお言葉が記され、また同520頁には「会長死して京都御寺泉涌寺へ

納まる。皆も希望とあらば分霊ができるであろう」とのお言葉が記されています。ここに宝

塔内斎祀の基本的尊さと意義があります。 

宝塔内斎祀は一般社寺等で行う｢永代供養｣の意義と異なり、尊者にお許しをいただき、尊者

の御下にあって、そのみ心のままにお使いいただき、「国の礎、世の鎮め」として働かせてい

ただく尊いお役目のために斎祀させていただくことが本質です。従って、申請する方には支部

長よりこの尊さについての指導を徹底するよう、お願いいたします。 

 

２．斎祀資格について（下記の要件を満たした方に斎祀の資格が与えられます。） 

(1) 会員としてみ教えに精進した１８歳以上のもの。 

(2) 霊界入り後、本年１０月末日をもって１年以上個人供養札で天茶供養を受けたもの。 

 

３． 斎祀申請手続 

(1) 申請に当たっては、『斎祀申請書』のみ提出してください。 

  ※斎祀感謝は、本部より“斎祀許可通知”が到着後お捧げください。 

(2) 提出された申請内容は本部にて審査の上、その結果を支部長宛に通知いたします。 

  ※審査の結果上記斎祀資格に満たないと判断された場合、不許可になります。 

(3) 子孫のない会員の「生前申請」について 

本人の希望により申請することができます。支部長を通して申請があれば、本部では常時 

受付けております。支部では本部に提出した「斎祀申請書」の写しを保管しておき、本人 

が霊界入りされた時は必ず本部（総務部）に連絡をお願いします。そのおりには、支部ま 

たはご縁のある方によって、本人の個人供養札を受けて、必ず１年以上、真心からの天茶 

供養を行ってください。本部から支部に“斎祀許可通知”が到着した後、斎祀感謝及び 

永代お給仕料を本部（総務部経理係）へ納入して頂きます。 



４．斎祀申請締切 

令和７年９月１日必着（本部：総務部宛） 

  ※１０月度本部通信(９月下旬送付）にて『斎祀許可通知』及び『御年祭出欠通知』を同封します。 

 

５．斎祀感謝 

(1) 本部より「斎祀許可通知」が支部に到着後、１０月末日までに総務部経理係に納入してく

ださい。 

 (2) 斎祀感謝は「３万円以上」です。 

 

６．お給仕料について 

 (1) 斎祀されたお霊へお捧げいたします（斎祀感謝には含まれておりません） 

(2) 金額は任意です。 

(3) 斎祀された後も毎年の御年祭には、年祭感謝とは別に斎祀のお霊にお給仕料として､その家

にふさわしく捧げさせていただくことが会員として、子孫として大切な礼節の道です。 

(4) 御年祭当日、経理部へ納入してください。参加できない場合は、御年祭当日までに総務部経

理係へ納入してください。 

(5) 永代お給仕料を希望される場合。 

① 永代お給仕料は「１０万円以上」です。 

  ※斎祀感謝(３万円以上)は、別途納入していただきます。 

② 永代お給仕料の扱いを受けられるのは、上記３－(3)“子孫のない会員の「生前申請」”の 

外に、下記の二つの場合があります。 

・これから斎祀される方の子孫、縁者が、永代お給仕料の扱いを希望した場合。 

・既に斎祀されている方の子孫、縁者が、永代お給仕料の扱いを希望した場合。 

― 以 上 ― 

 

◎斎祀に関する問合せ先：解脱会総務部 

 ℡：03－3353－2191 



令和７年６月度 行事及び出講者 

【本部道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 田村 和彦 

感 謝 日 15 13：00～15：00 岡部 靖子 

青 年 講 座   ふれあい報恩日に振替 

修法相談     

※修法相談を希望される場合は教務部に問い合わせて下さい。教務部：03-3353-3706 

 

【御霊地道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 西村 晴雄 

感 謝 日 15 13：00～15：00 中村 浩之 

青 年 講 座   ふれあい報恩日に振替 

修 法 相 談 

2、6～9、13、 

14、16、20～23、

27、29、30 

  

健康相談  金・土・日・月 （火・水・木 は休み） 

※修法相談は、右記へお申込み下さい。 教務部 修法係：048-591-2526  教務部：03-3353-3706 

※健康相談は、右記へお問い合わせ下さい。 教務部 健康指導係：03-3353-3667 

 

【札幌道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 岡野 英夫 

感 謝 日 15 13：00～15：00 西村 晴雄 

青 年 講 座   ふれあい報恩日に振替 

修 法 相 談 4～6  岩田  始 

健 康 相 談 3～5  健康指導委員で対応 

※修法相談を希望される場合は札幌道場にお問い合わせ下さい。  札幌道場：011-711-0570 



【湘南道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 松木 徳子 

感 謝 日 15 13：00～15：00 木村 正則 

青 年 講 座   ふれあい報恩日に振替 

修 法 相 談 ６月は行われません 

健 康 相 談 15  滝沢  寧 

※修法相談を希望される場合は湘南道場にお問い合わせ下さい。  湘南道場：0465-22-3005 

 

 

【中部道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 木﨑 成博 

感 謝 日 15 13：00～15：00 中西 好子 

青 年 講 座   ふれあい報恩日に振替 

修 法 相 談 18・19  岩田  始 

健 康 相 談 15・16  堀川 剛史 

※修法相談を希望される場合は中部道場にお問い合わせ下さい。  中部道場：052-451-4532 

 

 

【関西道場】 

行  事 日 時  間 出 講 者 

報 恩 日 1 13：00～15：00 岡野 孝行 

感 謝 日 15 13：00～15：00 田邉 洋一 

青 年 講 座   ふれあい報恩日に振替 

修 法 相 談 13・14  岩田  始 

健康相談  13・14  健康指導委員で対応 

※修法相談を希望される場合は関西道場にお問い合わせ下さい。  関西道場：075-561-3314 


